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静岡大学アンデス学術調査1967－91

－最終講義から一

土　　隆　一＊

NotesontheAndeanStudies，

ShizuokaUniversity1967．91

RyuichiTsUcHI＊

TheAndeanstudiesofShizuokaUniversityhavebeencarriedout25yearssince1967．

Anoutlineofthesestudiesissummarized．

Thestudieshavesuccessivelybeenmadebyfocussingl）butterfliesandmossesinand

aroundtheSantaMartaMountains，Colombia，Withageohistoricalcontext，2）geological

researchesontheoriginanddevelopmentofthecircum－Pacificorogenicbelt，and3）the

trans－Pacific correlation ofNeogenegeologic events，reSpeCtively．Field surveySWere

madein Colombia，Ecuador，Peru andChileonthePacificcoastofSouthAmerica，in

LTnll只11nr只tinnwithgpnqripllfjFitsofgeologlCalsurveysanduniversitiesinthesecotlntriesi

Keywords：Colombia，Peru，Chile，Trans－Pacificcorrelation，SantaMartaMountains．

1967年にはじまった南米における我々の地質学的

調査研究も25年の歳月を数えることとなった．この

機会にそのあらましをふりかえって見たい．

静岡大学コロンビア・アンデス学術調査“La

ExpedicionCientificaalosAndesColombianos

delaUniversidaddeShizuoka，Jap（in”としては

じめて筆者ほか7名の調査隊がコロンビア北端のサ

ンタマルタ山群（5775m）の蝶蛾類とその地史的背

景の調査に出発したのは昭和42年（1967）の5月か

ら10月にかけであった．サンタマルタ山群はカリブ

海に面し，後期中新世以来の変位によってアンデス

中央山脈から孤立した山塊で，その西麓には明瞭な

横ずれ活断層を認めることができる（Tsuchietal．，

1978）．

そのような地史的背景のためか，生物相も特徴的
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で，その時には蝶類4000個体，蛾類1200個体が採集

され，同行した高橋真弓，杉本　武の両氏が引き続

き研究をされている．また期間中，J．B．Saunders博

士の招待でトリニダードを訪問，W．H．Blowが研究

した浮遊性有孔虫のTopotypeを多量に採集できた

ことは幸だった．同標本は後の新第三紀の調査研究

で大きな成果をあげるもととなった．なお同調査に

並行して，静高山岳部OBを中心とする隊員諸氏は

主峯新ルートおよび18座の未登峰初登頂に成功し，

最奥の連山を“ピコ・エル・シズオカ（静岡連邦）”

と命名する快挙を成し遂げた．

この調査は当時まだ日本の海外学術調査も数少な

い頃で，静岡県・静岡新聞社をはじめ多くの方々の

寄付金により，また当時の渡辺寧学長を委員長とす

る学術調査委員会が設立され全学的な援助体制の下
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で実施された（静岡大学コロンビア・アンデス学術

的調査委員会，1967；土，1968）．

第二次調査は昭和46年（1971）に環太平洋造山帯

の起源について，第三次調査は昭和51年（1976）に

環太平洋造山帯の起源と発達についてのテーマの下

に文部省海外学術調査としてコロンビア，ペルー，

チリでおこなわれ，特にサンタマルタ山群とその南

方の，サンタンデールで日本では不詳な先カンブリ

ア時代のグラニュライト相の変成岩を見出したこと，

および飛弾変成帯に類似な環太平洋型の造山運動が

アンデス山脈でも中古生代に認められることを明ら

かにした点が大きな成果で，これらは同行された徳

山明，藤吉瞭，黒田直，木官一邦氏らの研究

に負うところが大きい．また，第二次調査中，ダー

ウィン研究所の招待により池谷仙之氏と共にガラパ

ゴス島を訪問した記憶は今なお鮮明に刻まれている

（土，1972，1973）．

第四次以降は南米太平洋側の新第三紀研究に焦点

がしぼられ，1985，1986にTrans－Pacificcorrelation

OfCenozo呈cgeohistory，1988にTrans－Pacific

COrrelationofNeogeneevents，1990L1991は

NeogeneeventsinJapanandonthePacificcoast

ofSouthAmericaそれぞれのテーマの下にコロン

ビア，エクアドル，ペルー，チリの4か国で現地の

研究分担者・協力者と共に文部省国際学術研究の調

査として実施された．この間，1988年に王子国際セ

ミナーを静岡で，1989年には南米で初めて開かれた

太平洋学術会議中間会議シンポジウムの一端をチリ

のピーニヤデルマールで担い，1990年にはペルーの

リマで同国地質調査所の後援で国際シンポジウムを

開くことができた．これらの研究は1976年以来日本

ですすめてきた浮遊性徴化石による新第三系の生層

序・年代層序の研究の知見を，当時未詳のまま残さ

れていた南米太平洋側の代表的層序について検討し，

同地域の新しい年代層序を確立することができ，そ

の結果，日本と南米のいくつかの新第三紀イベント

の同時性と関連性が実際に確かめられることとなっ

た（TsuchietaL，1988，1990）．同行された首藤次

男，藤吉瞭，小泉格，茨木雅子ならびに国内で

協力された高山俊昭，野村律夫の諸氏には大変お世

話になったことを深謝する．度重なる海外の調査中，

隆　一

第一次では交通事故で筆者をはじめ怪我をすること

もあったが，それ以降は参加者一同無事ですべて順

調に終始した．これは遍に，南米各国の研究分担者

によって常に適切な日程と共同調査ルートが選定さ

れたこと，三菱商事㈱本社をはじめ各国支店が現地

でこまごまとお世話下さったために他ならない．こ

こに記して深く感謝の意を表したい．

これからの課題としては，日本では新第三紀ほぼ

全期間の生層序・年代層序を組み合わせることによっ

て得られるが，南米では分布や生物相が限られるこ

ともあってまだ特徴的なイベント付近の層序がいく

つか得られたに過ぎない（土，1991）．そのため，日

本とイベントの時期が同時であっても，性格がどの

ように異なるのかについて今一歩の感を免れない．

今後の研究の進展を期待する．
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